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　目的　香川県域における近世、近代の食構造について、慶弔記録、年中行事など現存す

る古記録他により調査する。

　史料・調査方法　史料は慶事献立中、婚礼料理を取りあげた。婚礼は家にとっての最大

の消費生活であり、最高の晴の料理であって、婚礼献立は同時代の献立構成、調理法、食

品などをみる上で有効な史料である。本報では、地域・年代などを考慮した下記の４家、

５史料とした。

㈲「御婚疆御献立記、明治十三年、辰旧九月」（渡辺家）

（B）「古登保喜（m治三拾九年）」「‘寿’上分、板場、明治三拾九丙午卯月」他（大喜多家）

（ｃ）「上、富日、三日目、御献立、旧四月十五日分」他（木村家）

（D）「献立、三日目献立（大正十三年）」他（佐野家）

（Ｅ）「献立、昭和五年十二月吉日、配膳場」（大喜多家）の各献立について分析した。

　結果（1）婚礼献立は来賓、上分、下分、次の部、面場（免場）分、小作人分、召使男女

など饗応の対象の階層により、史料（Ａ）7段階、以下、（Ｂ）6段階、（ｃ）6段階、（D）3段階、（Ｅ）

2段階に区分され、それぞれに応じて献立内容か異なる。

　（2）献立内容を階層により区分する要素は、（イ）献立構成の相違（膳部の有無、汁・吸物・

菜・肴の品数の多少、中酒の有無、茶菓の有無）。（口）料理に使用される食品数の多少。㈲料

理、食品の種類（多少、大小、価格の高低、製法の難易他）。（二）膳、器の種類。㈲配膳方法

の相違他など質的要因、量的要因の両面がみられた。
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幼児の食生活における母親の関わりー母親の心理的側面からー
群馬女短大　　笠原賀子

　【目的】演者は，従来より，幼児の食に関する知識や行動を母親との関わりの申で捉えよ

うと試みているが，本報では，とくに，母親の食行動にみられる心理的な側面が，幼児の

食習慣にどのように関わるかを検討し，若干の知見を得ることができたので報告する。

　【方法】①時期:1993年12月　②対象:某女子短大付属幼稚園児63名（5,6歳, S27名，

♀36名）およびその母親　③方法：アンケート調査による。幼児については，母親が回答

した。　④内容：幼児と母親の年齢，身長，体重，健康状態，食習慣に関する項目。母親

の食行動にみられる心理的因子として，「自制の強さ」「情動性摂食行動の度合い」など

の項目（藤原，児玉ら）　⑤結果の処理：調査結果を得点化し，統計的に処理した。

　【結果】①幼児の健康状態は，約97%が，「良い」「普通」であるが，約半数の幼児に，

　「風邪をひき易い」「寝起きが悪い」ことなどが示される。　②幼児の食習慣は｡44.6±

4.24点，母親44.5±3.80点である。ほとんどの項目について，幼児と母親間に顕著な有意

差が認められるが，幼児の食習慣は母親の食習慣ど非常に相関が高い。とくに，母親が｀「

間食をほとんどしなt,｀」場合には，幼児は「菓子や甘いぢのをほとんど食べない」。　③

母親の「自制の強さ」は, 21.8±2.84点，「情動性摂食行動の度合い」は，14.0±4.5Z点
である。とくに，前者は，幼児が「家族みんなで食事をする」゛「間食をほとんどしな･い」

ことと，後者は「毎日３食食べる」ことなどと有意の相関がある。　④幼児の食習慣の形

成には，母:親の食習慣だけでなく，毎親の食行動にみられる心理的な側面も深く関与して
おり，幼児の食生活について，さまざまな角度から総合的に捉える必要性を示唆した。
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